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成人の誓い 丸田舞比桜さん 赤徳中学校卒業生 記念品贈呈 代表 中原勇将さん

教育委員会によるスライドショー スライドに映されたメッセージ

男性の紬着用も増えました 龍南中学校卒業生 笑顔が輝く新成人

万歳三唱 龍南中学校卒業生 龍北中学校卒業生

　
私
は
高
校
を
卒
業
後
︑島
を
出
て
︑

現
在
短
期
大
学
に
通
っ
て
い
ま
す
︒

一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
︑バ
イ
ト
と

学
校
の
両
立
や
家
事
な
ど
で
毎
日
一

日
が
早
く
︑今
ま
で
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
苦
労
を
感
じ
て
い
ま
す
︒家

族
と
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
で
︑親
の

あ
り
が
た
み
や
大
変
さ
を
目
の
当
た

り
に
し
︑今
ま
で
一
緒
に
い
た
友
達

と
も
︑す
ぐ
に
は
会
え
な
い
状
況
を

経
験
し
て
︑最
初
は
慣
れ
ず
に
帰
り

た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
︒

し
か
し
︑少
し
ず
つ
生
活
に
も
慣
れ

て
き
て
︑い
ろ
ん
な
思
い
を
経
験
す

る
こ
と
で
自
分
自
身
の
成
長
に
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒

　
島
を
出
て
︑ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人

た
ち
の
中
で
生
活
し
て
み
る
と
︑奄

美
の
人
々
の
地
域
の
つ
な
が
り
や
温

か
さ
を
存
分
に
感
じ
ま
し
た
︒

　
私
は
今
ま
で
︑多
く
の
方
々
か
ら

の
愛
情
と
優
し
さ
を
受
け
︑育
っ
て

き
ま
し
た
︒成
人
を
迎
え
た
こ
と
で
︑

今
度
は
私
が
し
っ
か
り
恩
返
し
し
て

い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
︒

　
今
年
は
73
名
の
新
成
人
を
対
象
に

令
和
２
年
１
月
３
日
︑り
ゅ
う
ゆ
う

館
で
成
人
式
が
行
わ
れ
た
ま
し
た
︒

　
式
辞
の
中
で
碇
山
教
育
長
は
︑泉

二
新
熊
に
つ
い
て
紹
介
し
︑﹁
愛
郷
の

念
が
強
い
人
物
で
あ
っ
た
︒皆
さ
ん

に
は
︑そ
の
よ
う
な
町
で
生
ま
れ
︑

育
っ
た
こ
と
に
ぜ
ひ
誇
り
を
も
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
︒

　
同
窓
生
︑母
校
と
の
つ
な
が
り
と

い
う
こ
と
が
︑こ
れ
か
ら
の
人
生
で

大
き
な
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
︒こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
を

愛
し
︑母
校
の
絆
を
大
事
に
す
る
皆

さ
ん
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
︒﹂と
式
辞
の
中
で
述
べ
ま
し
た
︒

　
今
年
の
紬
着
用
率
は
奄
美
群
島
内

全
体
で
は
24
・
５
％︵
前
年
よ
り
１
・

４
ポ
イ
ン
ト
高
︶︑龍
郷
町
は
81
・

５
％
と
年
々
着
用
率
が
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
︒

　
私
は
今
︑就
職
活
動
を
目
の
前
に

し
て
い
ま
す
︒ど
こ
で
就
職
す
る
か
︑

ま
だ
︑決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
︑し
っ

か
り
経
験
を
積
ん
で
い
ず
れ
は
︑私

が
育
っ
た
島
に
帰
っ
て
き
て
︑貢
献
で

き
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
で
す
︒

　
私
た
ち
が
生
ま
れ
た
平
成
が
終
わ

り
︑新
た
な
時
代
の
令
和
が
始
ま
り

ま
し
た
︒一
人
一
人
︑夢
も
進
む
道
も

違
い
ま
す
︒社
会
人
と
し
て
の
自
覚

を
も
ち
現
状
に
満
足
す
る
の
で
は
な

く
︑向
上
心
を
持
っ
て
互
い
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

　
龍
郷
町
で
育
っ
て
︑大
切
な
仲
間

と
︑多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
︑今

日
成
人
式
を
こ
の
よ
う
に
迎
え
ら
れ

た
こ
と
に
︑改
め
て
感
謝
い
た
し
ま

す
︒本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
︒

　
私
た
ち
は
20
歳
を
迎
え
︑す
で
に

就
職
し
︑仕
事
に
勤
し
ん
で
い
る
人

や
︑学
業
に
励
ん
で
い
る
人
な
ど
立

場
は
様
々
で
す
が
︑一
人
一
人
が
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
︑常
に
向

上
心
を
も
っ
て
前
進
し
て
お
り
ま

す
︒

　
私
は
︑高
校
卒
業
後
︑初
め
て
奄
美

を
離
れ
ま
し
た
︒人
の
多
さ
や
交
通

の
便
の
良
さ
な
ど
目
に
見
え
る
違
い

だ
け
で
な
く
︑匂
い
や
空
気
ま
で
も

島
で
感
じ
る
も
の
と
は
違
い
最
初
は

戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
︒そ
ん
な
時

も
奄
美
で
育
っ
た
思
い
出
と
︑家
族

や
友
人
が
か
け
て
く
れ
た
言
葉
が
心

の
支
え
と
な
り
ま
し
た
︒改
め
て
島

の
温
か
さ
を
感
じ
︑将
来
は
地
元
に

戻
り
奄
美
に
携
わ
る
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

　
こ
の
自
然
豊
か
な
龍
郷
町
に
生
ま

れ
︑同
じ
地
で
育
っ
た
仲
間
と
︑今
こ

う
し
て
新
成
人
の
誓
い
を
共
に
で
き

る
の
も
︑私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た

家
族
や
親
族
︑教
え
導
い
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
︑私
た
ち
の
成
長
を

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域

の
方
々
の
お
か
げ
で
す
︒こ
の
感
謝

の
気
持
ち
と
奄
美
で
生
ま
れ
育
っ
た

誇
り
︑そ
し
て
成
人
と
し
て
の
決
意

を
心
に
刻
み
︑こ
れ
か
ら
の
人
生
を

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　
本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
︒

意見発表

令
和
２
年

龍
郷
町
成
人
式

※

お
２
人
の
意
見
発
表
は
原
稿

の
一
部
を
抜
粋
い
た
し
ま
し
た
︒
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表
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１/12/

12/

24 ７

６
12/
21
　旧秋名へき地保育所跡地に整備を進めている同施
設の上棟式が隣接する秋名コミュニティーセンターに
て行われました。完成予定は３月下旬、６月オープンを
目指しています。この施設により、荒波地区への『人の
流れを創出』し、交流人口拡大と地域活性化を図り、

環境文化型国立公
園の特徴を活かし
た住民が主体となっ
て運営する体験・交
流型の観光を目指し
ます。

　この日３人の児童生徒が町長室を訪問し、各受
賞を報告しました。緊張した表情の子どもたちでし
たが、町長から「頑張りましたね」と声をかけると
笑顔で応えてくれました。▽第21回「みどりの小道」
環境日記コンテスト【審査委員特別賞)槻木心美

（秋名小５年）【佳
作】岩切奈紬（龍
瀬小1年）▽全国
小中学校児童・生
徒環境絵画コン
クール【佳作】岩
切萌（龍南中３）

　龍郷町食生活改善推進員連絡協議会、会長の柳田
明子氏（屋入）と里原郁子氏（赤尾木）の2名が代表し、
この日町長室を訪問、受賞の喜びを伝えるとともに、日
ごろの活動を報告しました。同会は毎月要支援児親子
教室「もこもこ」において手作りおやつを提供して頂い

ている他、毎年養護
学校中等部を訪問
し、鶏飯やおやつ作
りを行っています。
柳田さんは「子ども
たちはとっても素直
ですよ」と語りまし

　全国町村議会議長会70周年記念式典が、東京渋谷
のＮＨＫホールで、令和元年11月に挙行され、30年以
上（８期昭和55年～平成24年）町議会議員として団体
の意思決定、行政監視、政策提案など議会活動に勤
しみ、地域社会振興発展、住民福祉の向上に尽力し

たとして、髙橋忠
夫氏が特別表彰
を受けました。こ
の日、村田議会事
務局長が訪問し、
お祝いの言葉を
述べました。

8期町議会議員就任
髙橋忠夫氏が特別表彰

秋幾飲食宿泊施設(仮称)

体験・交流型観光事業の拠点として

町長室を訪問、受賞を報告
おめでとうございます

鹿児島県国民健康保険団体連絡会から表彰
地域の健康づくり活動に大きく貢献

令
和
２
年
龍
郷
町
消
防

出
初
式
表
彰
者

日
本
消
防
協
会
表
彰

 

30
年
勤
続
章 

　森
田
　康
朗

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

 

10
年
勤
続
章

　岩
﨑
　貴
海

　大
川
内
　克
治

　田
中
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　重
山
　拓
人

　岩
崎
　祐
太

鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

 

精
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雄
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町
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田
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二
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功
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畑
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一
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世
知
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光
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畑
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鹿
児
島
県
消
防
協
会
大
島
支
部
長
表
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功
績
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波
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朗
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田
　純
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郷
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長
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年
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光
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名
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広
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屋
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嘉
渡

嘉
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玉
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木
屋
場
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勝

龍
郷

嘉
渡

嘉
渡

龍
郷

嘉
渡
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　鹿児島市の相良病院は、乳がん
の検診や治療を中心とする女性の
ための医療を行っており、特定領
域がん診療連携拠点病院に乳がん
領域で指定されています。

相良病院の
さ が ら

相良病院の
検診車が来ます

さ が ら

健診日時
場　所：りゅうがく館（講堂）

実施日： 令和２年４月13日 月　14日 火

・受診予約日の約１～２週間前までに案内、問診等が郵送されます。届かない場合、お電話でお問い合わせください。
・子宮頸がん検診のみ、マンモグラフィのみの受診も可能です。
・20歳～39歳の方の乳房超音波検査のみはできません。乳房超音波検査は子宮頸がん検診とセットとなります。
・40歳以上の乳がん検診は、乳房超音波検査のみの検査はできません。マンモグラフィ検査が必須となります。
・乳房超音波検査は、希望者に対し、全額自己負担で実施する検査です。（オプション検査）

 
種 別 20～39 歳 40～49 歳 50～69 歳 70 歳以上 

乳
が
ん 

 
 

 
検診不可 

２方向 

1,500 円 
１方向 

1,000 円 
１方向 

５００円 

 
 4,500 円 4,500 円 4,500 円 4,500 円 

 
( 問診・視診・頸部細胞診 ) 

500 円 500 円 500 円 200 円 

 

マンモグラフィ

乳房超音波検査

子宮頸がん

(問診・乳房X線検査）

(問診・乳房エコー検査）

女性がん検診 乳がん・子宮頸がん

予約開始 2/3月～2/12水

予 約 が 必 要 で す
下記のいずれかよりお申し込み下さい

予
約

1. QR コード ( 右下 QR コードよりアクセス）

2. 相良病院 HP
3. 龍郷町 HP
4. 電話 ☎０９９-２２４-１８２１

博愛会 健診事業部 ( 相良病院 )
受付時間：平日 9：00 ～ 17：00
〇申し込みの際は「龍郷町の検診申し込み」とお伝えください。
〇電話は混みあう時間帯がございます。

定員になり次第受付修了　期間外の受付はできません
予約受付期間　2/3 月～ 2/12 水

健診についての問合せは…龍郷町役場保健福祉課☎0997-69-4514

受診時間約30分
待ち時間が少ないのがウレシイ!

おススメ POINT▶

龍郷町 がん検診 検索

24時間対応

24時間対応

24時間対応

令和２年5月29日(金)～31日(日)（※３１日は午前のみ）の期間
県民総合保健センターによる女性がん検診もあります。

今回受診できない方には…
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男の料理教室
　年末年始は不規則な生活になりがちですが、皆さん体調はいかがでしょうか。元
気に過ごすためには栄養のある食事をとることがとても大切です。今回、男性に食
事作りの意識を高めてもらうため、昨年 7 月から 12 月にかけて秋名コミュニティ
センターにて男の料理教室を開催しました。管理栄養士の岡山頼子先生をお呼びし、
食卓のメニューにも取り入れられるよう自宅で手軽にできるメニューにチャレンジ
しました。また、栄養バランスを考えた食事や食材の選び方などを学びました。

主催：龍郷町役場地域包括支援センター

皆さんやってみると
手際良くされていました！

この日のメニューは、
たんぱく質をとれるよう

豆腐ハンバーグを作りました。

みんなで食べるごはんは
美味しいね (*^^)v

　加齢とともに食欲が落ちやすくなり
ますが、食事を抜いたり、偏った食事
をしていると必要な栄養を十分にとれ
ない危険性があります。１日３食、しっ
かり食べるように心がけましょう。健
康な食生活が健康な体を維持すること
や認知症の予防にも重要です。

　からだに必要なたんぱく質の量は、
若い頃と変わりません。高齢期には消
化吸収能力が低下する分、むしろこれ
まで以上に積極的にたんぱく質をとる
必要があります。また、体力や免疫力
を落とさないよう、エネルギーのもと
となる糖質・脂質を適度にとることも
大切です。

～高齢期の「食」に大切なこと～

たんぱく質・糖質・脂質を
積極的にとりましょう

日　時
場　所
対　象

締切り
当日持参
申し込み

２月７日（金）10:00~13:00
秋名コミュニティセンター
町内に居住する方
（年齢は問いません）

2月 3日（月）
食材費 500円、エプロン、三角巾
龍郷町役場地域包括支援センター
☎６９-４５１６

次回「男の料理教室」ご案内
　偶数月の第一金曜日に開催予定です。
普段は料理をしないという方も気軽にご
参加ください。参加を希望される方は、
事前の準備がありますので、地域包括支
援センターまでご連絡ください。

◎開催を希望する集落やグループは
地域包括支援センターまでぜひ
ご連絡ください。

飼
い
猫
は
ル
ー

ルを
守って飼いましょ

う

2月は「猫の適正飼養推進月間」です。
県内では、昨年度1,２４１匹の猫が
保健所に引取られています。

「飼えなくなった」という理由で、引取りを依頼する前
に、飼い主としての責任を果たしましょう！！

最後まで責任を持って！！

室内飼い
　交通事故、猫同士のけんか、感染症
などから猫を守りましょう。排泄物の
処理や鳴き声による騒音防止、ゴミを
荒らしたあとの後始末など、周囲の人
へ配慮することも飼い主の責務です。
また、飼い猫の放し飼いによる野生生
物への被害防止になります。

繁殖制限
　猫は繁殖力が旺盛な動物です。１匹
のメス猫から子猫が生まれ、１年後に
は合計20匹以上に増えることもあり
ます。責任を持って世話ができる頭数
なのかをよく考えましょう。また、不
妊・去勢手術は、病気の予防やストレ
スの軽減、マーキング行為の減少に
もなります。

所有者明示
　飼い猫だと分かるように、しっかり
と所有者を明示しましょう。たとえ室
内飼いであっても、開いたドアからの
脱走や突然の災害で行方不明になっ
ても首輪に鑑札や飼い主の連絡先，
猫にマイクロチップを装着していれば
飼い主の元に戻ることができます。

必ずお住まいの市町村で
   飼い猫の登録をしましょう

問合せ先   名瀬保健所
０９９７-５２-５４１１

飼い猫を外で放し飼いする場合は、避妊･去勢手術をさせなければなりま

せん。条例により、平成30年１月１日から、違反した場合は５万円以下の

過料が科せられます。

お問い合せ・申込み先
役 場 生 活 環 境 課  ℡６９－４５２５（直通）

なぜ、屋外飼育している猫は、
不妊化手術をしないといけないの？？

いま奄美大島では、野生化したネコ（ノネコ）がアマミノクロウサギなど
の希少野生動物を食べていることが調査により分かっています。希少動物
を食べるノネコも、ご近所に糞尿被害をもたらしている野良猫も、もとは適
正に飼育していなかった飼い猫から増えたことによるものです。

飼い主は、社会に対して責任を持ち、飼い猫を適正に飼養することと終
生愛情をもって飼育することが重要です。

子ネコが増えて飼いきれなくなるのは困る…

繁殖期の鳴き声やマーキングを減らしたい…

迷子になったときにマイクロチップなどが

ないと飼い主が判明しないことがあります。

※令和２年4月から原則として新規で登録した猫のみ対象となります。

避妊去勢手術助成額：

マイクロチップ装着：

申 込 み 対 象 ：

必 要 な も の ：

おす5,000円／頭、めす15,000円／頭
無料

飼い猫登録されている猫
その他、規則に基づく要件を満たしていること

印鑑

アマミノクロウサギを
捕食するノネコ

あなたの飼い猫
避妊･去勢手術
マイクロチップ装着は
お済ですか？

助成を受けることが出来るのは今年度限り！※
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　交通事故、猫同士のけんか、感染症
などから猫を守りましょう。排泄物の
処理や鳴き声による騒音防止、ゴミを
荒らしたあとの後始末など、周囲の人
へ配慮することも飼い主の責務です。
また、飼い猫の放し飼いによる野生生
物への被害防止になります。

繁殖制限
　猫は繁殖力が旺盛な動物です。１匹
のメス猫から子猫が生まれ、１年後に
は合計20匹以上に増えることもあり
ます。責任を持って世話ができる頭数
なのかをよく考えましょう。また、不
妊・去勢手術は、病気の予防やストレ
スの軽減、マーキング行為の減少に
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所有者明示
　飼い猫だと分かるように、しっかり
と所有者を明示しましょう。たとえ室
内飼いであっても、開いたドアからの
脱走や突然の災害で行方不明になっ
ても首輪に鑑札や飼い主の連絡先，
猫にマイクロチップを装着していれば
飼い主の元に戻ることができます。

必ずお住まいの市町村で
   飼い猫の登録をしましょう
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飼い主は、社会に対して責任を持ち、飼い猫を適正に飼養することと終
生愛情をもって飼育することが重要です。

子ネコが増えて飼いきれなくなるのは困る…

繁殖期の鳴き声やマーキングを減らしたい…

迷子になったときにマイクロチップなどが

ないと飼い主が判明しないことがあります。

※令和２年4月から原則として新規で登録した猫のみ対象となります。

避妊去勢手術助成額：
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令和元年度
第３回
海洋教育
プロジェクト

主催：見てみよう！わきゃ海実行委員会

共催：龍郷ダイビング組合

後援：芦徳集落・龍郷町

　
奄
美
の
海
に
関
す
る
問
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。ま
た
、改
め
て
奄
美
は
豊
富
な
自
然

と
多
様
な
生
き
物
が
た
く
さ
ん
い
る
素
晴
ら
し
い
島

だ
と
い
う
こ
と
も
知
れ
て
良
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま

す
。…

今
日
見
た
魚
た
ち
や
奄
美
の
自
然
を
守
り
続
け

て
い
く
の
も
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
生
き
方
し
だ
い

だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
い
っ
た
問
題
に
も
ま
た
考
え
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。初
め
て
の
ダ
イ
ビ
ン

グ
で
は
丁
寧
な
説
明
も
あ
り
、楽
し
く
海
の
世
界
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。海
の
生
き
物
に
あ
ん
な
に
近

づ
い
た
の
も
深
く
潜
っ
た
の
も
初
め
て
で
、良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
日
は
楽

し
い
日
で
し

た
。
午
前
中

の
話
で
は
、

今
の
ウ
ミ
ガ

メ
や
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
に
か

ん
し
て
、
１
９
９
８
年
の
サ
ン
ゴ
の
白
化
現
象
か
ら

今
、
地
球
温
暖
化
が
進
ん
だ
ら
な
ど
の
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。…

魚
や
ナ
マ
コ
、
し
ゃ
こ
が
い

な
ど
が
、
は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。…

次
も
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
今
日
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。午
前
中
の
海
の

生
物
の
話
は
興
味
深
か
っ
た
で
す
。…

砂
浜
で
見
る
サ

ン
ゴ
の
破
片
は
全
て
白
か
っ
た
の
で
、サ
ン
ゴ
は
白
い

物
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。で
も
写
真
や
今
日
の
ダ

イ
ビ
ン
グ
で「
死
ん
で
し
ま
っ
た
サ
ン
ゴ
が
白
く
、生

き
て
い
る
サ
ン
ゴ
は
色
が
あ
る
」と
い
う
こ
と
が
目
で

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。…

ス
キ
ュ
ー
バ
ー
ダ

イ
ビ
ン
グ
は
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
こ
が
れ

て
い
ま
し
た
。…

水
の
中
で
息
が
で
き
て
と
て
も
不
思

議
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。…

　
今
日
の
午
前
中
の
こ
う
話
を
聞
い
て
、ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
や
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
の
数
や
、ど
の
よ
う
に
動

く
か
な
ど
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。…

実
際

の
時
間
は
長
か
っ
た
の
だ
ろ
う
け
ど
、と
て
も
短
く
感

じ
ま
し
た
。今
年
中
学
１
年
に
な
っ
た
の
で
、来
年
、再

来
年
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト（
体
験)
に
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。来
年
に
は
も
っ
と
う
ま
く
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
10
月
27
日
に
芦
徳
で
行
わ
れ
た
海
洋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

午
前
は
公
民
館
に
て
「
世
界
に
誇
る
奄
美
の
海
の
魅

力
を
知
ろ
う
」
と
題
し
奄
美
ク
ジ
ラ
・イ
ル
カ
協
会

会
長
、奄
美
海
洋
生
物
研
究
会
会
長
の
興
克
樹
氏

よ
り
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。午
後
か
ら
は
体
験
ダ
イ

ビ
ン
グ
に
挑
戦
。ど
の
子
も
初
め
て
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。子
ど
も
達
の
感

想
文
か
ら
一
部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
い
た
し

ま
し
た
。ご
寄
附
頂
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

2019.10.27sun
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ク
ト



Tatsugo -10-

①学生スポーツ誘致と
　　競技施設整備計画について
②公有財産の管理と維持について
③交通安全対策について
④地域資源の活用について
⑤災害対応について

德永　義郎　議員P11

①AI導入について

②ふるさと納税について

③浦地区の水害区域の今後について

④ごみの分別について

前田　豊成　議員P12

①財政状況について

②教育行政について

③消防団員の不祥事について

④SDGsについて

圓山　和昭　議員P13
①観光スポットの整備について

②荒波地区の活性化対策について

③町道整備について

④学童保育について

伊集院  巖　議員P14

一般質問とは…
　各議員が住民の代表として、町の行財政全般にわたり、事務の
執行状況や将来に対する方針を聞き、町当局の考え方や疑問点を
ただすことです。
　単に疑問を解消し、事実関係を明らかにするだけでなく、現行
政策の見直しや新規政策を提言する議員の重要な活動です。
　本町議会の質問時間は、１人60分以内となっています。

※掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、
　龍郷町議会広報委員会が編集したものです。
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教
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委
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会

龍
郷
町
成
人
式

保
健
福
祉
課

女
性
が
ん
検
診

保
健
福
祉
課

男
の
料
理
教
室

生
活
環
境
課

ネ
コ
に
つ
い
て

海
洋
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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問　

　

現
在
ま
で
の
学
生
ス
ポ
ー
ツ

誘
致
の
現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

直
近
３
か
年
の
県
外
か
ら
の

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
、
本
町
の
受

け
入
れ
実
績
は
「
ゼ
ロ
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
県
全
体
を
み

ま
す
と
、
年
々
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

の
受
け
入
れ
数
は
増
加
し
て
お

り
、
大
学
・
高
校
等
の
学
生
ス

ポ
ー
ツ
の
合
宿
が
65
％
を
超
え

て
お
り
ま
す
、
大
島
地
域
で
は

社
会
人
の
合
宿
が
60
％
を
占
め

て
い
る
状
況
で
、
１
３
９
団

体
、
２
４
５
７
人
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
民
間
宿
泊
施
設
に

利
用
さ
れ
た
場
合
は
補
助
金
を

支
給
す
る
支
援
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

管
理
を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
公
用
車
の
運
転
日
報
及

び
運
行
前
点
検
基
準
簿
に
従
っ

た
点
検
を
行
い
、
交
通
違
反
等

法
令
順
守
す
る
よ
う
通
達
し
て

い
ま
す
。

　

問　

　

ど
ぅ
く
さ
や
館
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
建
て
替
え

計
画
の
中
に
、
温
水
プ
ー
ル
を

合
わ
せ
た
計
画
は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

障
が
い
の
あ
る
方
を
含
め
た

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
共
生

社
会
の
確
立
に
お
い
て
、
医

療
・
福
祉
・
保
健
な
ど
多
種
多

様
な
ニ
ー
ズ
の
広
が
り
の
中

で
、
色
々
な
人
が
利
用
し
や
す

い
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
期
間
が
必
要
で
あ
り
ま

す
の
で
、
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
施
設
整
備
検
討
の
中
で
温

水
プ
ー
ル
な
ど
も
含
め
、
協
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

集
落
入
口（
戸
口
地
区
な
ど
）

德永 義郎 議員

　

問　

　

野
球
場
・
陸
上
競
技
場
・
サ
ッ

カ
ー
場
が
混
同
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
、
周
辺
施
設

を
兼
ね
た
整
備
計
画
は
ど
の
様

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

様
々
な
競
技
と
幅
広
い
年
齢

層
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
会
を
実
施
す
る
に
は
、
広
さ

が
十
分
で
な
い
ほ
か
、
水
は
け

の
悪
さ
、
異
な
る
競
技
団
体
の

利
用
が
重
複
し
た
場
合
に
は
、

安
全
面
の
課
題
等
が
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
23
年
度
に
「
総
合
運

動
公
園
整
備
基
本
構
想
」
を
策

定
し
ま
し
た
が
、
財
源
の
確
保

や
土
地
の
問
題
が
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

公
用
車
の
維
持
管
理
の
状
況

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

各
課
で
、
公
用
車
の
使
用
及

び
修
理
、
車
検
の
整
備
等
維
持

の
道
路
標
識
と
路
面
標
示
の
施

工
は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

毎
年
、
各
小
学
校
か
ら
の
通

学
路
点
検
に
よ
る
危
険
個
所

や
、
緊
急
的
な
案
件
が
あ
っ
た

場
合
、
道
路
管
理
者
、
交
通
管

理
者
及
び
関
係
機
関
立
会
の
も

と
、
協
議
、
対
策
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
規
制
標
示
・

指
示
標
示
に
つ
い
て
は
、
交
通

管
理
者
が
設
置
し
、
法
定
外
表

示
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路

の
管
理
者
と
交
通
管
理
者
協
議

の
上
、
ど
ち
ら
か
が
設
置
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
道

路
標
示
と
路
面
標
示
に
つ
き
ま

し
て
は
、
表
示
内
容
や
現
場
を

確
認
し
た
上
、
関
係
機
関
へ
要

望
い
た
し
ま
す
。

　

問　

　

水
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な

取
り
組
み
の
計
画
は
な
い
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

本
町
に
は
黒
糖
焼
酎
の
蔵
元

が
３
つ
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
島

内
有
数
の
優
れ
た
水
資
源
を
有

し
て
い
る
も
の
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
新
た
な
取
り
組

み
の
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
水
資
源
を
活
用
し
た
企
業

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
奄
振
法

に
基
づ
く
固
定
資
産
税
の
減
免

措
置
を
は
じ
め
、
国
の
補
助
金

等
の
活
用
な
ど
、
支
援
を
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

福
祉
避
難
所
の
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
、
妊
婦
と
い
っ
た
一
般
的
な

災
害
避
難
場
所
で
の
生
活
が
困

難
な
要
配
慮
者
の
た
め
に
避
難

所
で
現
在
２
施
設
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
と
応
援
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
策
定
し
た
避

難
支
援
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
災

害
が
発
生
し
た
場
合
や
そ
の
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
円
滑
な
避
難

誘
導
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

学
生
ス
ポ
ー
ツ
誘
致
と
競
技

施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て

公
有
財
産
の
管
理
と
維
持
に

つ
い
て

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

地
域
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

災
害
対
応
に
つ
い
て

令
和
２
年

２
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他
お
知
ら
せ

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
委
員
会

龍
郷
町
成
人
式

保
健
福
祉
課

女
性
が
ん
検
診

保
健
福
祉
課

男
の
料
理
教
室

生
活
環
境
課

ネ
コ
に
つ
い
て

海
洋
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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Ａ
Ｉ
導
入
に
つ
い
て

　

問　

　

事
務
処
理
の
短
縮
化
を
図
る

た
め
、
Ａ
Ｉ
の
導
入
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

総
務
省
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
自

治
体
構
築
へ
の
取
り
組
み
も
現

在
行
わ
れ
て
い
る
が
、
対
応
が

遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

業
務
の
効
率
化
、行
財
政
改
革
、

事
務
事
業
の
見
直
し
等
、
研
究

検
討
を
行
い
、
導
入
を
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

問　

　

本
町
の
寄
付
額
の
推
移
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

区
画
整
理
事
業
や
都
市
計
画

関
係
の
補
助
事
業
や
、
河
川
改

修
事
業
の
導
入
な
ど
検
討
し
て

き
ま
し
た
が
、
有
効
な
対
策
が

と
れ
な
い
ま
ま
９
年
が
過
ぎ
て

お
り
、
地
権
者
の
方
々
に
は
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
は
「
暗
渠
の
拡
幅

や
水
路
の
線
形
の
改
良
」、「
代
替

地
の
提
供
」
な
ど
様
々
な
ご
意

見
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
が
、
町

の
単
独
事
業
と
な
る
可
能
性
が

高
い
た
め
、
財
政
状
況
や
公
共

事
業
の
計
画
と
照
ら
し
合
わ
せ

つ
つ
、
開
発
公
社
の
再
興
も
考

え
な
が
ら
対
応
方
針
を
固
め
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

集
積
所
に
ご
み
の
分
類
を
表
示

し
た
看
板
は
設
置
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

分
類
に
つ
い
て
は
町
内
全
戸

に
チ
ラ
シ
の
配
布
及
び
広
報
誌

等
で
お
示
し
し
、
集
落
放
送
で

住
民
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
が
、

正
し
い
ご
み
の
出
し
方
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ

り
ま
す
の
で
、
看
板
の
設
置
も

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

地
区
外
か
ら
の
搬
入
防
止
は

で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

こ
の
搬
入
ご
み
問
題
は
、
駐

在
員
会
等
で
も
以
前
か
ら
上

が
っ
て
お
り
一
般
ご
み
、
粗
大

ご
み
双
方
で
大
き
く
悩
ま
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

本
町
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
５
市
町
村
で
構

成
さ
れ
る
大
島
地
区
衛
生
組
合

等
で
「
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い

て
の
あ
り
方
委
員
会
」
を
設
け

て
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

前田 豊成 議員

　

 

答
（
町
長
）　

　

本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

推
移
は
、
平
成
20
年
度
は

８
件
の
４
０
６
万
円
、
平
成

28
年
度
は
29
件
の
４
９
７
万

円
、「
さ
と
ふ
る
」
に
掲
載
し

た
平
成
29
年
度
は
４
１
９
５

件
の
７
６
０
４
万
２
千
円
と

１
５
３
０
％
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
が
、
平
成
30
年
度
は
返
礼

品
の
割
合
が
４
割
か
ら
３
割
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
、
他
市

町
村
と
の
差
別
化
を
図
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で

２
７
０
４
件
の
４
８
３
４
万
円

と
63
％
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

に
11
月
15
日
よ
り
新
た
に
掲
載

を
始
め
て
お
り
、
効
果
を
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

今
後
の
計
画
が
な
さ
れ
て
い

な
い
ま
ま
、
９
年
が
過
ぎ
て
い

る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

令
和
２
年

２
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他
お
知
ら
せ

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
委
員
会

龍
郷
町
成
人
式

保
健
福
祉
課

女
性
が
ん
検
診

保
健
福
祉
課

男
の
料
理
教
室

生
活
環
境
課

ネ
コ
に
つ
い
て

海
洋
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

浦
地
区
の
水
害
区
域
の
今
後

に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

２０１０年に水害を受けた浦地区

次の定例会は３月中旬を
予定しています

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に

住所氏名を記入

するだけです。
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問　

　

財
政
状
況
は
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

直
近
５
カ
年
の
平
均
と
し
て

は
概
ね
健
全
な
財
政
運
営
で
は

な
い
か
と
分
析
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
地
方
交
付

税
46
・
３
％
、
国
県
支
出
金

14
・
７
％
、
町
債
14
・
８
％
と

依
存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
歳
出
が
歳
入
を
上
回

る
よ
う
な
収
支
の
不
均
衡
は
生

じ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
地
方
交

付
税
等
が
落
ち
込
む
と
急
激
に

状
況
が
悪
化
し
て
い
く
可
能
性

が
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

問　

　

今
後
の
財
政
運
営
の
見
通
し

は
。

に
自
分
の
進
路
を
自
分
で
決
め

る
と
い
う
主
体
性
を
培
う
キ
ャ

リ
ア
教
育
「
Ｔつ

む

ぎ

Ｕ
Ｍ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
プ

ラ
ン
」
へ
移
行
し
て
い
き
ま

す
。
社
会
教
育
関
係
で
は
西
郷

菊
次
郎
翁
生
誕
１
６
０
年
の

２
０
２
１
年
に
あ
わ
せ
て
、
本

町
の
小
中
高
生
を
中
心
に
し
た

本
格
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

問　

　

中
学
校
再
編
・
統
合
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

小
規
模
校
の
良
さ
を
生
か
し

た
教
育
を
展
開
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
学
校
は
地
域
・
校

区
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
の
で

保
護
者
・
地
域
の
方
々
と
十
分

話
が
な
さ
れ
、「
ど
う
し
て
も

再
編
に
向
け
て
」
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
前
向
き
に
進
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
行
政
主
導
で

は
な
く
、
地
域
か
ら
の
声
が
大

き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
再
編

に
つ
い
て
の
進
め
方
は
加
速
す

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

圓山 和昭 議員

　

答
（
町
長
）　

　

近
年
の
大
型
建
設
事
業
に
よ

る
町
債
残
高
の
増
加
も
今
後
の

財
政
状
況
に
影
響
し
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
常
に
危
機
意
識
を
持
ち
財

政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成

す
る
な
ど
、
計
画
的
か
つ
着
実

に
財
政
健
全
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

問　

　

教
育
長
再
任
に
あ
た
り
、
本

町
が
掲
げ
る
「
豊
か
な
心
を
育

む
教
育
と
歴
史
と
文
化
が
薫
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
所
信

を
伺
い
ま
す
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

大
島
紬
発
祥
の
地
に
ち
な
ん

で
、「
夢
を
紡
ぎ
、
未
来
を
織

り
な
す
龍
郷
の
教
育
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
２
年
間

か
け
て
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
令
和

２
年
度
か
ら
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス

　

問　

　

消
防
団
員
の
不
祥
事
（
放
火

事
件
）
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

捜
査
の
進
展
と
裁
判
判
決
を

注
視
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
間
は
団
員
と
し
て

の
身
分
を
留
保
し
、
本
町
の
受

け
た
被
害
な
ど
に
つ
い
て
も
損

害
賠
償
請
求
の
是
非
を
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

消
防
団
の
綱
紀
粛
正
、
再
発

防
止
対
策
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

団
員
逮
捕
を
う
け
て
緊
急
の

消
防
団
幹
部
会
を
開
催
し
、
中

原
消
防
団
長
か
ら
訓
示
が
あ
り

ま
し
た
。
私
か
ら
も
士
気
が
下

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
信
頼

を
取
り
戻
す
よ
う
に
努
め
て
ほ

し
い
と
正
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
普
段
か
ら
の
消
防
団

員
間
同
士
、
ま
た
町
民
と
団
員

間
の
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
に

も
、
防
火
教
室
開
催
に
は
消
防

団
員
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
町
民
か
ら
の
信
頼
回
復
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

問　

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
に
つ
い
て
の
認
識
と

所
信
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
国
際
目
標
で
、
本
町
に
お
い

て
も
17
あ
る
目
標
の
う
ち
い
く

つ
か
の
目
標
に
お
い
て
、
す
で

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
も

の
も
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
考
え
方
や
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

財
政
状
況
に
つ
い
て

令
和
２
年

２
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他
お
知
ら
せ

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
委
員
会

龍
郷
町
成
人
式

保
健
福
祉
課

女
性
が
ん
検
診

保
健
福
祉
課

男
の
料
理
教
室

生
活
環
境
課

ネ
コ
に
つ
い
て

海
洋
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

SDGs のロゴマーク

教
育
行
政
に
つ
い
て

消
防
団
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ
）
に
つ
い
て
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問　

　

赤
尾
木
東
海
岸
の
ハ
ー
ト

ロ
ッ
ク
に
繋
が
る
歩
道
を
、
高

齢
者
や
障
害
者
が
車
椅
子
で
海

岸
降
り
口
ま
で
行
け
る
よ
う
な

整
備
は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

車
椅
子
の
方
々
へ
の
配
慮

は
、
本
町
と
し
て
も
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
喫
緊
な
課

題
で
あ
る
事
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
赤
尾
木
の
海
を
守
っ
て

ど
う
観
光
に
繋
げ
た
方
が
良
い

か
、
ど
う
共
生
社
会
を
目
指
し

て
い
く
の
か
、
赤
徳
校
区
の

方
々
の
意
向
を
伺
い
な
が
ら
、

計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

加
世
間
峠
の
両
方
の
海
が
見

え
る
場
所
に
、
安
全
対
策
の
面

よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

問　

　

嘉
渡
地
区
に
お
け
る
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

集
落
の
設
置
委
員
や
荒
波
活

性
化
委
員
会
の
皆
様
が
、
土
地

の
所
有
者
等
に
連
絡
を
取
り
同

意
を
取
る
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
筆
界
未
定
地
も

あ
り
土
地
の
取
得
が
困
難
な
状

況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

問　

　

体
験
交
流
事
業
に
よ
る
飲
食

宿
泊
施
設
の
、
年
間
宿
泊
者
数

の
見
込
み
と
集
客
対
策
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

現
在
、
整
備
中
の
飲
食
宿
泊

施
設
は
、
令
和
２
年
６
月
か
ら

営
業
を
予
定
し
て
お
り
、
翌
年

３
月
ま
で
の
10
ヶ
月
間
の
宿
泊

者
数
を
お
お
よ
そ
９
３
０
人
程

度
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
宿
泊

施
設
の
集
客
対
策
は
、
大
手
宿

泊
サ
イ
ト
「
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
」

を
通
じ
て
予
約
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
飲
食
施
設

に
つ
き
ま
し
て
は
、
秋
名
幾
里

の
伝
統
食
を
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り

入
れ
る
等
、
島
に
住
む
人
た
ち

に
も
訪
れ
た
く
な
る
飲
食
店
を

目
指
す
事
に
よ
り
観
光
の
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
に
も
客
足
が
落
ち
込

ま
な
い
よ
う
工
夫
を
こ
ら
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

芦
徳
里
集
会
場
前
の
道
路
は

車
の
離
合
が
で
き
な
く
、
未
だ

支
障
を
来
し
て
お
り
ま
す
。
改

良
工
事
の
早
期
着
工
は
で
き
な

い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

交
付
金
事
業
に
よ
る
屋
入
赤

尾
木
線
の
整
備
を
手
が
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
里
集
会
場
前

の
橋
の
架
け
替
え
と
の
調
整
が

必
要
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
令
和
６
年
か
ら
７
年
に

改
良
予
定
で
あ
り
ま
す
。　

　

問　

　

観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
加
世

間
峠
へ
の
観
光
客
が
増
加
し
て

い
る
が
、
整
備
中
の
浦
赤
尾
木

線
の
早
期
完
成
を
図
る
事
は
で

き
な
い
か
。

　

答　
（
町
長
）　

　

観
光
名
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
早
期
完
成
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
本
町
の
財
政
状
況
を

検
討
し
な
が
ら
、
国
へ
の
増
額

要
望
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

学
童
保
育
の
需
要
と
受
け
入

れ
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

本
町
の
学
童
保
育
施
設
は
、

秋
名
学
童
・
瀬
留
学
童
・
大
勝

学
童
・
赤
尾
木
学
童
の
４
カ
所

が
あ
り
ま
す
。
ど
の
学
童
に
お

い
て
も
、
定
員
を
超
え
た
登
録

は
な
く
、
現
在
、
国
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
待
機
児
童
の
問
題

は
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

問　

　

来
年
度
は
現
在
の
定
員
を
超

え
る
事
が
想
定
さ
れ
る
が
、
民

間
に
よ
る
運
営
は
可
能
か
。

答
（
保
健
福
祉
課
長
）　

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
民

間
で
の
運
営
も
可
能
で
す
。

伊集院 巖 議員

か
ら
も
展
望
デ
ッ
キ
を
設
置
す

る
事
は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

新
た
な
展
望
場
所
の
整
備
は

必
ず
整
備
を
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

ど
の
場
所
に
ど
の
よ
う
に
設
置

し
た
方
が
良
い
か
早
急
に
検
討

し
、
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

問　

　

島
ア
ザ
ミ
の
生
産
・
販
売
状

況
と
今
後
の
課
題
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

３
月
期
と
６
月
期
の
２
期
分

の
総
計
で
３
ト
ン
４
９
６
キ

ロ
、
販
売
額
で
44
万
５
千
円
余

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
取
引

先
の
（
株
）
ヘ
ル
シ
ー
ア
イ
ラ

ン
ズ
か
ら
今
後
の
方
針
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
原
料
の
単
価
は
若

干
下
が
る
も
の
の
原
料
買
い
取

り
に
付
い
て
は
続
け
て
ゆ
き
、

食
材
と
し
て
も
販
売
も
行
う
意

向
と
の
こ
と
で
あ
り
、
円
・
安

木
屋
場
地
区
の
生
産
グ
ル
ー
プ

に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
に
つ

い
て

令
和
２
年

２
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他
お
知
ら
せ

議
会
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議決結果

・龍郷町印鑑条例の一部を改正する条例 可決(全員）

可決(全員）

可決(全員）

可決(全員）

可決(全員）

可決(全員）

可決(全員）

可決(全員）

可決(全員）

可決(全員）

可決(全員）

・令和元年度龍郷町介護保険事業特別会計補正予算（第3号） 可決(全員）

可決(全員）

可決(全員）

可決(全員）

（　同　意　）

同意(全員）

経済建設常任委員会行政視察報告
　【参加者】

　　田畑浩 / 伊勢勝義 / 窪田圭喜 / 平岡馨 / 川畑信一 / 事務局職員

　【視察日程及び視察場所】

　　11/22 ～ 11/25 静岡市 

　【視察内容】

　　静岡市における龍郷町特産品の販売状況及び市場調査と静岡市文化創造センター

　　（みほしるべ）視察

　【報告書抜粋】

・龍郷町町道路線の認定

「産業フェアしずおか2019」は2日間の開催で約8万人の方が来場され、各種産業界が有機的に連
携し、新たな産業集積のための情報交換の場として開催されている。本町も黒糖焼酎や大島紬の
小物等を販売し、参加5年目ということもあり、多数のリピーターも訪れていた。今後も本町のPR
を図りながら、さらに交流の輪が広がることを期待します。
また静岡市文化創造センター（みほしるべ）は、世界文化遺産に登録された富士山の構成資産と
して25番目に指定された三保松原を紹介する施設で、展示室（保全・郷土史）体験コーナー、映
像シアター、会議室、ミュージアムショップが完備され、屋上は富士山を一望できる展望台と
なっている。三保松原の玄関口として多くの来場者があり、三保の歴史文化等をPRするとともに
富士山と松原の美しい景観への案内場所として機能している。

・会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整理等に関する条例の制定

・成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の
整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

・龍郷町税条例の一部を改正する条例

・龍郷町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

・奄美大島地区介護保険一部事務組合規約の変更

・令和元年度龍郷町生活排水処理事業特別会計補正予算（第1号）

・固定資産評価員の選任

・令和元年度龍郷町一般会計補正予算（第4号）

・令和元年度龍郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

・令和元年度龍郷町水道事業会計補正予算（第2号）

・龍郷町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

第４回定例会で審議された案件と議決結果
案　　　　　　　件  

・龍郷町長等の給与等に関する条例及び龍郷町報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例

・令和元年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第2号）

（　議　案　）

産業フェアしずおか　オープニング 産業フェア会場（ツインメッセ静岡） みほしるべ視察
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無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
２
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

２
／
13（
木
）

　
大
倉
克
大
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

２
／
20（
木
）

　
菅
野
浩
平
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

２
／
27（
木
）

　
中
馬
敏
之
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は
一
人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を

ま
と
め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け

て
申
込
さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先
・
予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７‐

５
２‐

１
１
１
１

　（
内
線
１
７
１
６
）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も

市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
は
、大
島
本
島
内
の
高
校
に

バ
ス
通
学
を
す
る
生
徒
の
定
期
券
購
入
費

を
助
成
す
る
も
の
で
す
。
必
要
な
書
類
等

を
持
参
の
う
え
、申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件
を
満
た
し
て
い
ま
す
と「
通
学
費
補

助
許
可
証
」を
発
行
い
た
し
ま
す
。

助
成
の
要
件

・
生
徒
・
保
護
者
と
も
に
龍
郷
町
に
住
所
が

あ
り
、居
住
し
て
い
る
こ
と

・
保
護
者
が
、町
税
及
び
各
種
使
用
料
を
す

べ
て
納
め
て
い
る
こ
と

（※

許
可
証
交
付
後
で
も
、滞
納
し
た
場
合

は
助
成
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

申
請
に
必
要
な
も
の

・
新
２
・
３
年
生
は
令
和
２
年
３
月
以
降
発

行
の
現
学
年
在
学
証
明
書（
コ
ピ
ー
可
）、

新
１
年
生
は
合
格
証
明
書（
コ
ピ
ー
可
）

・
申
請
者（
生
徒
も
し
く
は
保
護
者
）の
印

鑑（
認
印
可
。シ
ャ
チ
ハ
タ
印
不
可
）

申
請
期
間

３
月
２
日（
月
）〜
３
月
31
日（
火
）

※

新
２
・
３
年
生
は
３
月
購
入
分
か
ら
新

年
度
許
可
証
を
使
用
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

役
場
企
画
観
光
課
　
☎
６
９-

４
５
１
２

堆
肥
散
布
機
貸
し
出
し

　
本
町
で
は
、こ
の
度
県
単
事
業
に
よ
り
自

走
マ
ル
チ
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー（
堆
肥
散
布
機
）を

導
入
し
ま
し
た
。町
内
に
住
所
を
有
し
て
お

り
、か
つ
町
内
の
圃
場
で
使
用
す
る
際
に
貸
し

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。貸
し
出
し
料
金
は

１
日
あ
た
り
千
円
で
、機
械
の
運
搬
に
つ
き
ま

し
て
は
農
家
ご
自
身
で
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す（
軽
ト
ラ
仕
様
）。申
請

す
る
際
に
印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
農

林
水
産
課
窓
口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

龍
郷
町
役
場
農
林
水
産
課
☎
６
９-

４
５
２
４

高
校
生
バ
ス

通
学
費
助
成
制
度

経
済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　
我
が
国
の
全
て
の
産
業
分
野
に
お
け
る

事
業
所
の
活
動
状
態
等
の
基
本
的
構
造
を

全
国
及
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、事
業
所
・
企
業
を
対
象
と
す
る
各
種

統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を
整
備
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象

全
て
の
民
営
事
業
所

調
査
方
法

　
調
査
員
が
調
査
対
象
事
業
所
の
名
、所

在
地
、活
動
状
態
を
外
観
等
か
ら
確
認
し

ま
す
。
ま
た
、新
た
に
把
握
し
た
事
業
所

に
は
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
回
答
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
又
は
郵
送
で
回
答
い
た
だ
き

ま
す
。

調
査
の
時
期（
第
５
期
）

令
和
２
年
２
月
か
ら
３
月
ま
で
の
期
間

問
合
せ
先

役
場
企
画
観
光
課
　
☎
６
９-

４
５
１
２
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りゅうがく館だより 令和２年２月号

おしらせ

●一般書● ●児童書●

年度末に向けて、何かと慌ただしい季節がやってきました。

風邪やインフルエンザなどには充分に気を付けて、元気に乗り切りたいですね。

本を日当たりの良い場所に置いておくと、日焼けして表紙の色が褪

せたり、紙の色が茶色くなってしまいます。本の保管場所には日光

の届かない場所をお選びくださいますよう、お願いいたします。

・『西郷菊次郎と台湾』（佐野 幸夫/南日本新聞開発センター）

・『ダース・ヴェイダーとルーク(４才)』
（ジェフリー・ブラウン/辰巳出版）

・『元・保護猫と世界一幸せに暮らす方法』
（白岩 千鶴子/主婦の友社）

・『ぬくもり雑貨いっぱいのロシアへ』
（花井 景子/イカロス出版）

・『クジラアタマの王様』（伊坂 幸太郎/NHK出版）

・『安楽死を遂げるまで』（宮下 洋一/小学館）

・『絵解き ネットワーク超入門』（増田 若奈/技術評論社）

・『ストウブマスターブック』（サルボ 恭子/学研プラス）

・『音に聞く』（髙尾 長良/文藝春秋）　　　　他、合計40冊

・『十二支のはじまり』（谷 真介/佼成出版社）

・『ドクルジン』（ミロコ マチコ/亜紀書房）

・『たちねぶたくん』（中川 ひろたか/角川学芸出版）

・『マイク・デービス』（サンドウィッチマン/岩崎書店）

・『なんだろうなんだろう』（ヨシタケ シンスケ/光村図書出版）

・『願いがかなうふしぎな日記』（本田 有明/ PHP研究所）

・『チトくんとにぎやかないちば』（アティヌーケ/徳間書店）

・『100年たったら』（石井 睦美/アリス館）

・『フクイリュウ』（たかし よいち/理論社）

他、合計40冊

※名誉町民のコーナーは紙面の関係上お休みします。

鹿児島県立奄美図書館  研修室  利用案内
講演会、会議等の会合の際に利用できる研修室があります。
利用申込みは、原則、利用希望日の１５日前までとなります。

〒８９４－００１６　奄美市名瀬古田町１－１　☎５２－０２４４　FAX５２－９６３４

●利用料金（冷暖房設備を使用する場合）

※詳細については、当館ホームページ「ご利用案内/研修室の利用について」にて御確認ください。
　https://www.library.pref.kagoshima.jp/amami

（午前）
９～12時

（午後）
13～17時

（夜間）
17～19時

終日
９時～17時

4,470円 5,960円 4,360円 10,430円

2,230円 2,980円 2,230円 5,210円

2,230円 2,980円 2,230円 5,210円

8,930円 11,920円 8,820円 20,850円全面(第１～３)

収容可
能人数

100人

50人

50人

200人

対象施設

第１研修室

第２研修室

第３研修室
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令和２年度

龍  郷  町
奨学資金
奨学生の募集

問合せ先
龍郷町教育委員会事務局
☎６９－４５３２（直通）

必要書類を揃えて
令和２年２月14日（金）
までに提出してください。

本町に引続き３年以上居住し、生活の本拠を有する者の子弟で、
学業及び人物がすぐれているにもかかわらず、経済的理由により修学することが
困難と認められる者に対し、一定額を貸付ます。

高等学校、高等専門学校又は大学（短期大学を含む）
及び大学院に進学又は在学する者

高等学校、高等専門学校１、２、３年に在学する者　月額12,000円
高等専門学校４、５年、短期大学、大学及び大学院に在学する者　月額35,000円

奨学生選考委員会で、奨学生とその奨学金額を決定します。

学校を卒業した日から６か月経過した日の属する月の翌月から
その金額を年賦、半年賦又は月賦で返還しなければなりません。

込書類を龍郷町教育委員会事務局に準備してありますので、
必要書類を揃えて令和２年２月１４日（金）までに提出してください。

奨　学　金

対　象　者

貸 付 月 額

奨学生の決定

返 還 方 法

申込方法・期限

　今年度との変更点これまでは、町奨学金制度は他の奨学制度を利用している方は利用できませ
んでしたが、令和２年度からは他の奨学制度を利用している方も併用可能です。また、今年度の新
規貸付は８月でしたが、令和２年度からは、５月上旬の貸付けを予定しています。

併用可 ５月～貸付け

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

わきゃシマの玉黄金

01 january

　　　　　　　　　はるみ

田畑 晴海くん  H31.1.6 生
  瀬留　父  教行　母  真衣子  

　　　　　　　　　ゆ　か

山田 優雅ちゃん  H31.1.28 生
  玉里　父  雅也   母 めぐみ 

　　　　　　　　　ひさと

中江 悠人くん  H31.1.7 生
  赤尾木　父  亮太　母  友子  

　　　　　　　　　え　　ま

山原 瑛舞ちゃん  H31.1.17 生
  大勝　父  理志　母  由美  

ち
ょ

っ
と

や
そ

っとじゃ泣かないよ。どー
ん

と
こ

い
！

じ
ぃ

じ、ばぁば、だ～いすき
！

甘
え

ん
坊

の
ぼ
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アマミヤマガラ
　１月に開花したヒカンザクラの蜜を求めてやっ

てくる鳥はメジロが多数を占めますが、その中にア

マミヤマガラが紛れていることがあります。花見を

楽しみながらメジロ以外の野鳥を探してみてはい

かがでしょうか？その他に花を食べに来ているズ

アカアオバトもいたりしますよ。人間は花の美しさ

を見るために来ますが、野生の生き物はそれぞれ目

的が違うので面白いですね。

どぅくさぁが宝

100歳
どぅくさぁしもれよ～
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町 長 室 で記 念 写 真
12 月来庁者

東京奄美会御一行

２月のどぅくさ会  明記がない場合は14：00～
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安木屋場・瀬留

玉里・赤尾木 13 木 中戸口11：00～

2 日 川内集会所 15 土 安木屋場・瀬留・玉里

3 月 芦徳 17 月 芦徳・浦

4 火 上戸口 18 火 上戸口

5 水 円 19 水 円・大勝

6 木 中勝 20 木 中勝12：00～・下戸口9：00～

8 土 玉里 21 金 赤尾木

10 月 芦徳 24 月 芦徳

11 火 嘉渡 25 火 嘉渡

11 水 円 26 水 円
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：22件 2020.1 .9現在

問合せ先：生活環境課☎69-4525
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■申告の対象者
　令和２年1月1日現在で満20歳になっている方で令和２年1月1日
現在本町に生活の本拠がある方。（ただし、20歳未満の方でも年間の
合計所得が125万円以上の方は申告が必要です。）
■所得の申告について準備するもの
①平成31年1月1日～令和元年12月31日までの収入が確認できるもの
②事業所得や農業所得、不動産所得などのある方は、必要経費の対象
　となるもので、支出した金額の確認ができるもの（領収書、通帳）
③生命保険や地震保険等の支払いが確認できるもの
④印鑑
⑤確定申告にて還付金がある方は、申告者本人の振込口座名と口座番号

町民税・県民税
国民健康保険税申告のお知らせ

問合せ先：龍郷町役場町民税務課　℡０９９７-６９-４５１３

　今年の所得申告のお知らせです。下記日程で各会場を巡回し、
申告及び各種税金の徴収を実施いたします。

令 和
２ 年 度

2月行事予定 February  2020

※行事は変更になる場合があります。
あらかじめご確認ください。・龍郷  毎週木曜 午前９：30～

・秋名/幾里  毎週木曜 午後２：00～

・大勝  毎週木曜 午後２：00～
・川内  毎週金曜 午後７：30～
・安木屋場  午後２：00～

■
楽
ら
く
体
操
教
室

■どぅくさ会  14:00~16:00
■でぃでぃクラブ  
　りゅうがく館  13：30～16：00
■保健センター開放
　   乳幼児対象 10：30～16:00

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■乳児健診
　  どぅくさぁや館12:30～

■第21回町民フェア
　りゅうゆう館
　９:30～

■西郷南洲翁
　　　上陸記念祭
　番屋漁港13:30～

■第6回たつごうエッセイ
コンテスト表彰式
りゅうがく館９:30～

■男の料理教室
     P6    秋名10:00～

■町文化協会主催文化祭
りゅうゆう館18:00～

■楽らく安木屋場

■楽らく安木屋場

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■どぅくさ会
　下戸口9:00～
　中勝12:00~

■どぅくさ会   中勝

■どぅくさ会 赤尾木

■でいでいクラブ

■でいでいクラブ

■でいでいクラブ

■でいでいクラブ

■どぅくさ会  玉里

■どぅくさ会  中戸口

■どぅくさ会
　嘉渡

■どぅくさ会  上戸口

■どぅくさ会  上戸口

■どぅくさ会  嘉渡

■どぅくさ会  川内 ■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  芦徳

■どぅくさ会　芦徳

■どぅくさ会  浦

■どぅくさ会   芦徳

■どぅくさ会
　 円・大勝

■どぅくさ会　
玉里・安木屋場・瀬留
赤尾木

■どぅくさ会　
 安木屋場·玉里·瀬留 

駐在員会

民児協定例会建国記念の日

天皇誕生日 振替休日

■かめのこクラブ
どぅくさぁや館  10：30～

■かめのこクラブ
どぅくさぁや館  10：30～

■おはなし会
りゅうがく館10:10～

■じゃがいも会
どぅくさぁや館  13:30～

■お腹スッキリ運動教室
どぅくさぁや館19：30～

　　　■母子寡婦福祉会
　　　  相談日  役場２階  18：30～

■たつごう在宅
　家族の会13：30～

申告 浦・円 芦徳・赤尾木

申告 上戸口・中戸口・下戸口

申告 手広・屋入・久場

中勝・瀬留

玉里・龍郷 秋名・幾里・嘉渡・安木屋場 川内・大勝


